Private settlement divorce (naisai-rien) at Mantokuji Temple (Enkiri-dera， i. e， Divorce Temple or Sanctuary) (2) by 髙木 侃
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縁
切
寺
満
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寺
の
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済
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縁

―
新
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て
―

木
侃
一
は
じ
め
に
二
内
済
離
縁
事
例
１
文
政
八
年
八
月
武
州
秩
父
郡
石
間
村
寅
吉
女
房
「
さ
か
」
事
例
（
史
料
１
）
２
嘉
永
二
年
武
州
賀
美
郡
帯
刀
村
文
右
衛
門
女
房
「
た
か
」
事
例
（
史
料
２
）
３
安
政
六
年
五
月
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
聟
幸
吉
女
房
「
の
い
」
事
例
（
史
料
４
）
４
内
済
離
縁
と
金
銭
問
題
三
そ
の
他
の
史
料
四
史
料
一
は
じ
め
に
鎌
倉
の
東
慶
寺
と
並
ぶ
縁
切
寺
で
あ
っ
た
上
州
の
満
徳
寺
に
関
す
る
離
婚
史
料
は
、
一
九
七
六
年
に
『
縁
切
寺
満
徳
寺
史
料
集
』（
成
文
堂
）
と
し
て
出
版
し
た
。
そ
の
後
、
あ
ら
た
に
見
出
し
た
史
料
は
二
度
に
わ
た
っ
て
翻
刻
し
た
が
（
１
）
、
こ
れ
ら
は
一
九
九
〇
年
に
著
し
た
『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』（
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
、
以
下『
研
究
』
と
す
）
の
史
料
編
に
す
べ
て
採
録
し
た
。
『
研
究
』
出
版
後
も
さ
ら
に
新
史
料
を
見
出
し
、
二
度
に
わ
た
っ
て
翻
刻
・
紹
介
し
た
。一
は
上
州
那
波
郡
福
島
村
兼
蔵
女
房「
ま
つ
」
の
内
済
離
縁
一
件
帳
を
中
心
に
し
た
一
七
点
で
あ
り
（
２
）
、
二
は
副
題
に
示
す
通
り
、「
か
ね
」
内
済
離
縁
一
件
文
書
を
名
主
控
帳
に
注
目
し
て
紹
介
し
た
（
３
）
。
そ
の
後
も
史
料
収
集
に
努
め
、
数
点
の
新
た
な
関
係
文
書
を
見
出
し
た
（
４
）
。
そ
の
な
か
に
は
、
内
済
離
縁
の
入
用
帳
や
在
寺
二
五
か
月
を
要
す
る
寺
法
離
縁
に
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、
子
が
幼
少
の
た
め
、
召
抱
え
後
、
直
ち
に
年
季
中
内
済
離
縁
で
決
着
し
た
事
例
な
ど
が
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
縁
切
寺
法
上
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。
本
稿
1
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
翻
刻
し
、
主
に
内
済
離
縁
事
例
を
中
心
に
論
じ
、
他
に
つ
い
て
も
若
干
の
解
説
を
加
え
て
、
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
（
５
）（
６
）
。
本
稿
の
新
史
料
の
駈
け
込
み
で
「
駈
け
入
り
女
一
覧
表
」
に
新
た
に
追
加
す
る
も
の
は
、
次
頁
表

の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
新
史
料
を
加
え
て
、
満
徳
寺
の
駈
入
り
事
例
件
数
は
総
計
一
二
四
件
と
な
る
。
駈
入
り
事
例
に
つ
き
、
１
現
存
状
況
（
満
徳
寺
文
書
と
そ
れ
以
外
の
文
書
に
大
別
さ
れ
、
満
徳
寺
文
書
の
事
例
件
数
は
（
）
内
に
表
示
し
た
）、
２
時
期
（
縁
切
寺
法
の
変
遷
過
程
か
ら
四
期
に
区
分
さ
れ
る
）、
３
寺
で
の
裁
決
、
つ
ま
り
妻
の
駈
入
り
か
ら
解
決
ま
で
の
始
末
（
事
件
の
内
容
・
処
置
）
の
三
点
を
基
準
と
し
て
整
理
す
れ
ば
、
次
頁
表

の
如
く
で
あ
る
（
７
）（
８
）
。
（
１
）
「〈
資
料
〉
縁
切
寺
満
徳
寺
史
料
補
遺
」（『
法
学
新
報
』
第
九
〇
巻
第
七
・
八
合
併
号
、
一
九
八
四
年
）・「〈
資
料
〉
縁
切
寺
満
徳
寺
史
料
補
遺

」（『
法
学
新
報
』
第
九
二
巻
第
五
・
六
合
併
号
、
一
九
八
六
年
）。
（
２
）
「
縁
切
寺
満
徳
寺
の
内
済
離
縁
―
新
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て
―
」（『
見
城
幸
雄
教
授
頌
寿
記
念
法
制
と
文
化
』
見
城
幸
雄
教
授
頌
寿
記
念
事
業
会
、
一
九
九
九
年
）
七
〜
四
五
頁
。
（
３
）
「
縁
切
寺
満
徳
寺
の
内
済
離
縁
事
例
―
武
蔵
国
大
里
郡
平
塚
新
田
村
「
か
ね
」
駆
け
込
み
一
件
―
」（『
専
修
法
学
論
集
』
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
九
〜
一
二
六
頁
。
（
４
）
史
料
３
は
す
で
に
『
上
野
村
誌
（

）
上
野
村
の
古
文
書
』
（
群
馬
県
上
野
村
、
二
〇
〇
五
年
、
二
八
九
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
書
き
下
し
文
で
あ
り
、
原
文
に
忠
実
に
翻
刻
し
、
『
研
究
』
以
降
の
新
史
料
を
す
べ
て
紹
介
す
る
意
味
で
、
こ
れ
も
収
録
し
た
。
（
５
）
埼
玉
県
立
文
書
館
の
ほ
か
、
所
蔵
者
・
佐
藤
繁
氏
に
は
文
書
の
閲
覧
・
複
写
や
所
蔵
の
離
縁
状
写
し
の
恵
与
な
ど
、
ま
た
史
料
２
に
つ
い
て
は
小
野
英
彦
氏
の
御
教
示
に
よ
る
も
の
で
、
こ
こ
に
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
（
６
）
史
料
の
引
用
は
、『
研
究
』
凡
例
に
拠
っ
た
。
（
７
）
満
徳
寺
文
書
の
残
存
状
況
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
、高
木（
一
九
九
〇
年：
八
頁
）
参
照
。
（
８
）
本
稿
は

木
一
九
九
九
年
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
「
縁
切
寺
満
徳
寺
の
内
済
離
縁

」
の
表
題
を
つ
け
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
の
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、

木
一
九
九
九
年
の
引
用
は
「
史
料
一
―
史
料
番
号
」、
本
稿
の
引
用
は
「
史
料
二
―
史
料
番
号
」
と
す
る
。
二
内
済
離
縁
事
例
満
徳
寺
の
縁
切
寺
法
手
続
き
（
９
）
は
、
内
済
離
縁
と
寺
法
離
縁
と
に
大
別
さ
れ
、
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
寺
法
完
成
期
（
幕
末
期
）
の
内
済
離
縁
手
続
き
を
取
り
上
げ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
内
済
離
縁
事
例
は
、
満
徳
寺
時
所
蔵
文
書
ぢ
か
た
で
は
な
く
地
方
文
書
（
村
方
文
書
）
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
2
な
ら
な
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
（

木
一
九
九
九：
一
一
頁
）。
地
方
文
書
を
素
材
と
し
た
本
稿
の
意
義
は
こ
こ
に
あ
る
。
さ
て
、
内
済
離
縁
の
成
立
に
は
、
次
の
三
つ
の
態
様
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
妻
方
関
係
者
に
よ
る
再
三
の
夫
方
と
の
掛
合
い
、
ロ
そ
れ
が
不
行
届
き
と
な
り
、
妻
方
（
村
役
人
）
の
「
掛
合
差
紙
（
夫
呼
状
）」
を
持
参
し
て
の
最
終
的
な
夫
方
と
の
掛
合
い
、
ハ
こ
の
掛
合
駈
け
入
り
事
例
処
置
結
果
表
―
表

文
化
前
化
政
期
幕
末
期
年
次
不
詳
明
治
期
計
下
げ
三
一
一
五
内
済
帰
縁
一
四
一
六
内
済
離
縁
二
四
二
一
（
四
）
五
（
一
）
三
二
（
五
）
お
声
掛
り
離
縁
﹇
取
戻
出
入
﹈
一
一
（
一
）
三
（
三
）
五
（
四
）
〃
﹇
年
季
中
﹈
一
（
一
）
一
一
（
一
〇
）
一
二
（
一
一
）
〃
﹇
年
季
明
け
後
﹈二
四
（
四
）
一
（
一
）
一
（
一
）
八
（
六
）
寺
法
離
縁
一
二
三
逗
留
一
一
（
一
）
二
（
一
）
不
明
二
六
（
一
）
二
五
（
五
）
一
八
（
一
〇
）
五
一
（
一
六
）
計
七
一
八
（
七
）
七
一
（
二
三
）
二
六
（
一
二
）
二
（
一
）
二
一
四
（
四
三
）
駈
け
入
り
女
一
覧
表
追
加
―
表

年
号
女
名
夫
方
住
所
・
名
妻
方
住
所
・
関
係
者
・
続
柄
駈
入
後
の
始
末
嘉
永
二
た
か
武
州
賀
美
郡
帯
刀
村
・
文
右
衛
門
同
州
同
郡
勅
使
河
原
村
・
歌
次
郎
・
姉
内
済
離
縁
嘉
永
五
の
い
＊
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
・
聟
幸
吉
同
州
同
郡
同
村
・
後
家
せ
ん
・
娘
内
済
離
縁
元
治
二
い
か
武
州
秩
父
郡
皆
野
村
・
栄
蔵
・
娘
駈
入
・
不
明
3 縁切寺満徳寺の内済離縁（二）
い
不
調
に
て
、
寺
へ
出
頭
し
た
夫
に
対
す
る
種
々
の
説
得
、
に
よ
っ
て
成
立
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
新
史
料
に
よ
っ
て
知
り
え
た
内
済
離
縁
の
具
体
的
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
い
さ
ま
１
文
政
八
年
八
月
武
州
秩
父
郡
石
間
村
寅
吉
女
房
「
さ
か
」
事
例
（
史
料
１
）
本
事
例
に
つ
い
て
は
、
関
連
文
書
が
あ
り
、
す
で
に
『
縁
切
寺
満
徳
寺
史
料
集
』（
成
文
堂
、
一
九
七
六
年
）
に
史
料
五
五
「
さ
か
離
縁
関
係
文
書
、

帰
縁
議
定
書

内
済
離
縁
証
文
」
と
し
て
翻
刻
・
紹
介
し
て
あ
り
、
さ
ら
に
『
研
究
』
史
料
編
に
も
史
料
六
五
・
六
六
と
し
て
収
録
し
て
あ
る
（
１０
）
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
サ
カ
（
１１
）
の
駈
け
込
み
は
異
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
ろ
石
間
村
（
現
・
埼
玉
県
秩
父
市
）
周
辺
で
は
、「
夜
這
い
」
の
風
習
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
か
、
事
件
は
駈
込
み
の
前
年
十
二
月
「
同
村
若
も
の
大
勢
ニ
て
、
藤
次
郎
宅
へ
入
込
、
女
子
さ
か
を
奪
取
」
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
と
き
の
若
者
た
ち
は
い
ず
れ
も
口
を
噤
ん
で
い
た
の
で
、
そ
の
跡
始
末
に
仲
人
が
立
ち
入
り
、
サ
カ
を
親
類
の
間
柄
で
も
あ
っ
た
平
右
衛
門
倅
寅
吉
の
「
女
房
ニ
無
拠
取
結
候
」
こ
と
と
な
っ
た
。
当
日
入
り
込
ん
だ
大
勢
の
若
者
の
一
人
で
あ
る
寅
吉
と
無
理
や
り
結
婚
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
勢
の
若
者
に
凌
辱
さ
れ
た
上
、
本
人
の
意
思
を
全
く
無
視
し
て
の
結
婚
に
は
、
周
囲
の
者
も
「
女
子
逆
心
不
相
晴
候
哉
」
と
危
惧
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
サ
カ
は
そ
れ
以
上
の
怒
り
・
悲
し
み
の
気
持
ち
に
か
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
文
政
八
年
五
月
、
満
徳
寺
へ
駈
込
ん
だ
。
文
書
に
離
婚
理
由
は
「
不
相
応
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
満
徳
寺
へ
の
駈
込
み
の
中
で
も
特
異
な
駈
込
み
理
由
で
あ
る
。
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
六
月
の
文
書
（
史
料
六
五
）
に
よ
れ
ば
、
サ
カ
の
駈
け
入
り
後
、
一
旦
は
寅
吉
と
帰
縁
（
復
縁
）
す
る
こ
と
で
話
し
合
い
が
成
立
す
る
。
サ
カ
兄
藤
次
郎
は
「
極
貧
」
の
者
で
、
帰
縁
に
当
た
っ
て
、「
申
下
ケ
」
の
金
子
、
つ
ま
り
寺
に
滞
在
中
の
諸
費
用
金
三
両
が
出
来
兼
ね
、
仲
人
・
世
話
人
に
立
て
替
え
て
も
ら
い
、
こ
の
後
サ
カ
が
離
縁
を
望
む
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
兄
・
藤
次
郎
に
無
沙
汰
に
事
を
運
び
「
何
方
へ
奉
公
又
ハ
縁
談
御
取
組
」
さ
れ
て
も
異
議
を
唱
え
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
サ
カ
を
藤
次
郎
方
で
引
き
取
る
と
き
は
、
寅
吉
方
の
出
金
（
結
納
金
と
思
わ
れ
る
）
と
今
度
の
御
下
ケ
金
も
残
ら
ず
支
払
う
旨
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
年
七
月
の
文
書
（
史
料
六
六
）
に
よ
れ
ば
、
サ
カ
の
「
逆
心
不
相
晴
」
と
い
う
気
持
ち
は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
、
結
局
離
婚
と
い
う
こ
と
で
決
着
す
る
。
そ
の
経
過
は
サ
カ
の
駈
込
み
後
、
寺
か
ら
妻
方
夫
方
双
方
に
村
役
人
同
道
で
出
頭
す
る
よ
う
指
紙
（
呼
状
）
が
出
さ
れ
る
。
通
常
は
最
初
妻
方
の
み
を
呼
び
出
す
が
、
双
方
遠
方
の
こ
と
も
あ
り
、
サ
カ
の
申
立
も
あ
っ
て
、
双
方
が
出
頭
す
る
。
妻
方
で
は
日
延
べ
を
願
い
、
国
許
で
内
済
を
す
る
べ
く
帰
村
す
る
。
こ
の
と
き
寺
で
は
石
間
村
の
隣
村
で
、
神
流
川
で
上
州
に
接
す
る
秩
父
郡
太
田
部
村
（
現
・
秩
父
市
）
の
名
主
・
恒
次
郎
に
4
内
済
に
尽
力
す
る
よ
う
に
と
仰
せ
付
け
て
い
る
。
恒
次
郎
は
早
速
妻
方
石
間
村
に
来
て
名
主
代
・
万
助
と
仲
人
も
立
会
い
、
双
方
に
異
見
を
差
し
加
え
て
内
済
離
縁
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
と
き
、「
さ
か
指
遣
候
砌
り
の
祝
金
（
寅
吉
の
出
金
の
こ
と
）」
三
両
と
「
諸
入
用
金
（
申
下
ケ
金
と
そ
の
後
の
入
用
金
）」
四
両
、
計
七
両
は
サ
カ
方
か
ら
返
金
す
る
こ
と
と
な
り
、
サ
カ
は
扱
人
・
恒
次
郎
と
親
類
・
龍
蔵
方
へ
貰
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
内
済
離
縁
は
ハ
の
段
階
の
事
例
で
あ
る
。
今
回
の
文
書
（
史
料
１
）
は
名
主
間
の
人
別
送
り
を
か
り
て
、
本
件
に
つ
い
て
太
田
部
方
へ
難
儀
を
か
け
な
い
旨
を
約
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
サ
カ
に
異
見
を
し
た
も
の
の
、
寅
吉
と
帰
縁
（
再
縁
）
に
な
ら
ず
、
離
婚
で
決
着
し
た
が
、
こ
の
間
に
仲
介
の
労
を
と
っ
た
名
主
恒
次
郎
と
了
助
が
「
御
下
金
」
を
立
て
替
え
、
こ
れ
を
「
樽
代
ニ
差
向
ケ
御
所
望
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
サ
カ
を
何
方
へ
片
付
け
ら
れ
て
も
申
分
な
い
と
あ
る
。
諸
入
用
を
立
て
替
え
た
の
は
、
あ
る
い
は
恒
次
郎
が
サ
カ
を
妾
に
貰
い
受
け
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
さ
す
れ
ば
、
サ
カ
は
「
掃
溜
め
の
鶴
」
つ
ま
り
「
貧
窮
な
家
の
美
形
」
で
、
こ
れ
が
大
勢
の
若
者
の
入
り
込
み
に
な
り
、
恒
次
郎
の
所
望
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
史
料
１
の
日
付
が
文
化
八
年
酉
と
な
っ
て
い
る
が
、
酉
年
な
ら
文
政
八
年
で
あ
り
、
先
の
関
連
文
書
が
文
政
八
年
で
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
が
文
政
八
年
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
た
て
わ
き
２
嘉
永
二
年
武
州
賀
美
郡
帯
刀
村
文
右
衛
門
女
房
「
た
か
」
事
例
（
史
料
２
）
こ
の
文
書
は
、
帯
刀
村
（
現
・
埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
）
文
右
衛
門
の
女
房
タ
カ
が
満
徳
寺
に
駈
け
込
ん
で
内
済
離
縁
に
な
っ
た
後
に
文
右
衛
門
の
名
を
騙
っ
て
金
銭
を
ゆ
す
り
取
っ
た
当
事
者
三
名
を
相
手
取
っ
た
「
不
実
出
入
り
」
の
訴
状
で
あ
る
が
、
写
し
で
日
付
の
記
載
が
な
い
。
ま
ず
日
付
を
特
定
し
よ
う
。
文
右
衛
門
は
勅
使
河
原
村
（
現
・
上
里
町
）
の
親
戚
筋
に
あ
た
る
組
頭
・
歌
次
郎
の
姉
タ
カ
を
、
半
三
郎
の
仲
人
で
女
房
に
迎
え
た
の
が
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
五
月
で
あ
っ
た
。
夫
婦
仲
は
良
く
、
睦
ま
じ
く
暮
し
た
が
不
仕
合
の
み
続
き
、「
身
上
も
難
取
続
」
く
、
そ
の
年
の
十
月
に
は
タ
カ
を
実
家
に
預
け
て
い
る
。
暮
ら
し
向
き
が
改
善
し
た
ら
引
き
取
る
約
束
で
、
お
互
い
に
行
き
来
は
し
て
い
た
が
、
文
右
衛
門
は
身
上
も
立
ち
直
り
、
タ
カ
を
引
き
取
り
同
居
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
勅
使
河
原
村
の
梅
太
郎
か
ら
、
次
の
よ
う
な
話
を
聞
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
相
当
の
手
当
金
（
慰
謝
料
）
を
出
す
の
で
、
タ
カ
を
離
縁
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
も
の
で
、
タ
カ
実
父
・
善
四
郎
に
頼
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
の
申
し
出
が
な
さ
れ
た
の
が
「
当
閏
四
月
」
で
、
弘
化
三
年
以
降
で
、
閏
四
月
が
あ
る
の
は
、
嘉
永
二
年
と
明
治
元
年
で
あ
り
、
本
文
書
は
幕
末
の
混
乱
期
で
な
い
前
者
の
嘉
永
二
年
と
推
測
し
た
。
右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
文
右
衛
門
は
離
縁
を
断
っ
た
と
こ
ろ
、
間
も
な
く
タ
カ
は
離
縁
を
願
っ
て
満
徳
寺
に
駈
け
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
満
徳
寺
で
の
妻
方
の
取
扱
は
わ
か
ら
な
い
が
、
妻
方
と
夫
5 縁切寺満徳寺の内済離縁（二）
方
と
の
内
済
の
交
渉
も
な
く
、
い
き
な
り
寺
か
ら
「
組
下
ニ
て
可
済
事
ニ
候
ハ
ヽ
可
相
済
、
万
一
滞
子
細
有
之
ハ
、
親
類
・
組
合
・
村
役
人
共
ニ
て
私
を
召
連
可
罷
出
旨
」
の
御
書
付
、
す
な
わ
ち
「
掛
合
差
紙
（
夫
方
呼
状
）」
が
夫
・
文
右
衛
門
に
届
い
て
、
こ
れ
を
み
た
の
が
五
月
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
満
徳
寺
の
寺
法
に
背
く
わ
け
に
は
い
か
ず
、
仲
人
等
の
取
り
扱
い
に
任
せ
て
、
タ
カ
を
離
別
し
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
文
右
衛
門
は
妻
方
か
ら
離
婚
慰
謝
料
五
両
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
本
事
例
も
手
続
き
ハ
の
段
階
の
内
済
離
縁
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
離
婚
問
題
は
一
応
の
決
着
を
み
た
が
、
そ
の
後
文
右
衛
門
は
か
れ
が
相
手
の
う
ち
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
と
馴
れ
合
っ
て
、
定
三
郎
か
ら
多
分
の
金
子
を
ゆ
す
り
取
っ
た
と
い
う
風
聞
を
耳
に
す
る
。
文
右
衛
門
は
噂
の
真
偽
を
内
々
探
っ
た
と
こ
ろ
、
タ
カ
を
実
家
に
預
け
中
、
定
三
郎
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
両
人
に
見
咎
め
ら
れ
た
と
い
う
。
後
段
で
「
不
束
之
取
計
」
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
密
通
を
疑
わ
れ
る
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
は
文
右
衛
門
の
代
理
人
と
称
し
て
、
同
閏
四
月
十
七
日
に
は
梅
太
郎
が
金
二
両
、
同
廿
八
日
に
は
友
右
衛
門
が
金
拾
両
を
定
三
郎
よ
り
受
け
取
っ
た
こ
と
を
知
る
。
こ
の
時
点
で
は
い
ま
だ
文
右
衛
門
と
タ
カ
の
離
婚
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
文
右
衛
門
代
理
人
と
し
て
定
三
郎
か
ら
密
通
を
黙
っ
て
い
る
代
償
と
し
て
脅
し
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
事
実
を
知
っ
た
文
右
衛
門
で
は
あ
っ
た
が
、
す
で
に
タ
カ
と
離
婚
し
て
い
た
の
で
、
定
三
郎
へ
対
し
て
何
ら
申
し
分
は
な
か
っ
た
が
、「
風
聞
」
の
通
り
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
に
金
子
を
渡
し
た
か
否
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
文
右
衛
門
の
代
理
と
い
う
こ
と
な
の
で
、「
内
済
金
」
と
心
得
て
金
を
出
し
た
と
い
う
。
文
右
衛
門
は
一
切
知
ら
な
い
こ
と
で
、
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
へ
交
渉
し
、
右
の
金
子
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
、
定
三
郎
か
ら
そ
の
事
実
を
自
筆
で
し
た
た
め
た
書
き
付
け
を
貰
い
、
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
両
人
へ
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
、
友
右
衛
門
が
い
う
に
は
、
全
く
文
右
衛
門
の
「
内
済
金
」
だ
と
思
い
、
定
三
郎
よ
り
金
拾
両
を
請
け
取
っ
た
け
れ
ど
も
、
直
ち
に
梅
太
郎
へ
渡
し
た
と
い
う
の
で
、
友
右
衛
門
か
ら
掛
け
合
っ
た
け
れ
ど
も
、
梅
太
郎
は
取
り
合
わ
な
い
。
タ
カ
実
家
歌
次
郎
は
勿
論
、
そ
の
親
・
善
四
郎
も
そ
の
よ
う
な
事
情
は
し
ら
ず
、
満
徳
寺
へ
の
入
寺
も
タ
カ
の
一
存
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
い
う
。
要
は
、
た
か
・
定
三
郎
が
「
不
束
之
取
計
」
を
、
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
に
見
咎
ら
れ
、
こ
の
二
人
が
文
右
衛
門
の
名
前
を
偽
り
、
定
三
郎
か
ら
金
一
二
両
を
「
内
証
」
に
受
け
取
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
も
し
タ
カ
が
文
右
衛
門
と
熟
縁
（
復
縁
）
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
金
子
強
請
り
取
り
が
露
見
し
て
し
ま
う
の
で
、
梅
太
郎
が
親
に
頼
ま
れ
た
と
し
て
文
右
衛
門
方
へ
「
離
別
之
掛
合
」
に
来
た
り
、
し
か
も
、
タ
カ
を
体
よ
く
言
い
く
る
め
て
、
満
徳
寺
へ
入
寺
さ
せ
、
離
婚
さ
せ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
定
三
郎
・
タ
カ
の
「
不
束
之
所
業
」
と
、
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
が
文
右
衛
門
の
名
前
を
偽
り
「
金
子
ゆ
す
り
取
候
始
末
」
の
吟
味
を
願
っ
て
訴
訟
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
離
婚
一
件
は
、
夫
方
へ
の
離
婚
交
渉
、
タ
カ
の
6
満
徳
寺
入
寺
、
金
子
の
強
請
取
り
も
、
す
べ
て
梅
太
郎
一
人
が
裏
で
画
策
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
満
徳
寺
の
こ
と
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
こ
こ
で
の
タ
カ
は
、
も
し
定
三
郎
と
「
不
束
之
取
計
（
密
通
）」
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
入
寺
は
却
下
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
入
寺
の
時
点
で
は
わ
か
ら
ず
、
離
婚
後
に
判
明
し
た
の
で
、
こ
の
こ
と
は
不
問
に
付
さ
れ
た
こ
と
、
夫
・
文
右
衛
門
の
受
け
取
っ
た
五
両
は
離
婚
慰
謝
料
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
友
右
衛
門
・
梅
太
郎
が
強
請
取
っ
た
内
済
金
は
密
通
黙
認
料
で
あ
っ
た
。
３
安
政
六
年
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
聟
幸
吉
女
房
「
の
い
」
事
例
（
史
料
４
）
こ
の
一
件
に
は
、
内
済
済
口
証
文
兼
引
取
証
文
が
二
通
と
「
出
入
入
用
帳
」
一
冊
の
三
点
の
史
料
が
残
存
し
て
い
る
。
下
書
き
文
書

に
よ
れ
ば
、
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
（
現
・
埼
玉
県
羽
生
市
）
清
左
衛
門
後
家
セ
ン
娘
ノ
イ
は
、
十
一
か
年
以
前
の
三
月
に
、
同
じ
村
の
林
蔵
忰
幸
吉
を
聟
養
子
に
貰
い
請
け
た
が
、
夫
婦
中
「
不
熟
」
で
満
徳
寺
へ
離
縁
を
願
っ
て
駈
け
込
ん
だ
。
寺
法
手
続
き
通
り
に
母
セ
ン
が
召
し
出
さ
れ
、
事
情
を
聴
い
た
上
で
内
済
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
妻
方
で
は
夫
（
聟
）
方
と
示
談
交
渉
を
す
る
が
、「
不
行
届
」
と
な
り
、
そ
の
旨
を
寺
に
申
上
げ
る
。
寺
で
は
「
実
父
方
え
内
済
掛
合
可
仕
旨
」
の
達
書
、
つ
ま
り
夫
方
呼
状
で
あ
る
「
掛
合
差
紙
」
を
以
て
離
縁
内
済
す
る
よ
う
に
申
し
付
け
た
。
た
ま
た
ま
ノ
イ
の
叔
父
磯
七
が
当
地
（
満
徳
寺
）
に
来
て
い
た
と
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
叔
父
が
、
地
元
に
「
掛
合
差
紙
」
を
持
っ
て
夫
方
と
交
渉
に
あ
た
っ
た
も
の
か
、
そ
こ
で
の
内
済
は
「
行
届
兼
」
ね
、
夫
妻
双
方
は
寺
へ
出
頭
し
、
そ
こ
で
示
談
と
な
る
。
示
談
内
容
は
、
ノ
イ
父
・
清
左
衛
門
家
の
家
督
は
忰
定
吉
へ
譲
る
こ
と
、
聟
養
子
幸
吉
は
実
父
林
蔵
方
で
引
取
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
離
縁
状
が
授
受
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
の
い
え
離
縁
状
之
儀
御
寺
法
之
通
り
、
期
月
過
候
上
ニ
て
可
差
遣
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
ノ
イ
が
寺
法
離
縁
で
正
式
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
在
寺
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
れ
ば
、「
期
月
過
候
上
」、
す
な
わ
ち
、
離
縁
状
は
二
五
か
月
後
に
幸
吉
か
ら
差
し
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
夫
妻
の
子
で
あ
る
「
定
吉
幼
年
之
儀
ニ
付
勘
弁
之
上
、
当
時
離
縁
状
相
済
」
こ
と
と
な
っ
た
。
両
人
の
子
が
幼
年
な
の
で
、
母
ノ
イ
が
在
寺
中
で
は
育
児
に
差
し
支
え
る
こ
と
か
ら
、
召
抱
え
直
後
に
「
の
へ
儀
致
入
夫
候
共
、
於
幸
吉
差
構
無
御
座
候
」
離
縁
状
が
幸
吉
か
ら
差
し
出
さ
れ
て
離
婚
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
（
１２
）
「
年
季
中
内
済
離
縁
」
で
あ
る
。

の
文
書
写
し
は
、
端
裏
の
部
分
に
「
筆
墨
料
今
泉
郷
の
い
」
と
あ
る
の
で
、
寺
役
宿
へ
支
払
わ
れ
た
筆
墨
料
の
、
不
要
に
な
っ
た
包
み
紙
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
日
付
が
「
天
保
甲
午
（
五
年
）」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
点
と
、
ノ
イ
宛
の
満
徳
寺
離
縁
状
の
書
式
が
控
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
日
付
に
つ
い
て
だ
け
検
討
し
て
お
く
。

の
「
天
保
甲
午
」
は
明
ら
か
に
異
筆
で
あ
る
か
ら
日
付
は
「
八
月
廿
七
日
」
だ
け
に
信
が
7 縁切寺満徳寺の内済離縁（二）
お
け
る
。
文
書

入
用
控
帳
の
日
付
は
表
紙
に
「
安
政
六
年
五
月
三
日
」
と
あ
り
、
帳
面
末
尾
の
方
に
「
弐
百
五
拾
文
、
右
は
四
月
廿
八
日
夜
の
い
様
壱
人
分
」、
つ
ま
り
ノ
イ
の
四
月
二
八
日
の
夕
飯
代
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
夕
食
代
は
ノ
イ
が
駈
け
込
ん
だ
日
の
も
の
で
、
ノ
イ
が
四
月
二
八
日
に
駈
け
込
み
、
そ
の
母
が
呼
び
出
さ
れ
、
内
済
を
勧
奨
さ
れ
、
さ
ら
に
夫
方
が
呼
び
出
さ
れ
て
以
降
の
諸
入
用
の
た
め
の
控
帳
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
五
月
五
日
の
記
事
に
、
寺
役
人
両
名
へ
の
御
礼
金
や
ノ
イ
の
扶
持
料
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
内
済
離
縁
が
成
立
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
翌
六
日
に
幸
吉
・
ノ
イ
両
人
の
草
履
代
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ノ
イ
が
満
徳
寺
を
下
山
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
済
口
証
文
兼
引
取
証
文
」
の
日
付
が
「
八
月
二
七
日
」
な
の
は
な
ぜ
か
。
夫
妻
の
子
で
あ
る
定
吉
は
、
ノ
イ
が
在
寺
す
る
と
養
育
に
差
し
支
え
る
ほ
ど
の
、
乳
幼
児
に
近
い
「
幼
年
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
い
ま
だ
内
済
離
縁
に
な
っ
た
も
の
の
、
諸
手
続
き
の
す
ま
な
い
う
ち
に
、
一
旦
は
幼
児
定
吉
の
様
子
を
看
に
、
か
り
に
下
山
が
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
百
姓
清
左
衛
門
家
の
相
続
に
つ
い
て
の
後
見
人
、
妻
方
か
ら
支
払
わ
れ
る
離
婚
慰
謝
料
そ
の
ほ
か
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
八
月
二
七
日
に
済
口
証
文
兼
引
取
証
文
の
提
出
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ノ
イ
の
事
例
は
、
本
来
寺
法
離
縁
に
な
る
べ
き
も
の
が
、
定
吉
の
監
護
の
た
め
年
季
中
内
済
離
縁
で
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
４
内
済
離
縁
と
金
銭
問
題
離
婚
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
重
要
な
問
題
は
、
子
の
帰
属
と
監
護
・
教
育
、
そ
れ
に
主
と
し
て
金
銭
・
財
産
問
題
で
あ
る
。
縁
切
寺
に
お
い
て
も
ま
た
然
り
で
あ
る
（
１３
）
。
こ
こ
で
は
以
上
の
内
済
離
縁
事
例
に
あ
ら
わ
れ
た
金
銭
問
題
に
論
及
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
寺
側
文
書
に
み
え
る
金
銭
・
財
産
問
題
と
し
て
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
イ
ク
一
件
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
内
済
示
談
成
立
後
、
持
参
荷
物
の
引
き
取
り
を
め
ぐ
っ
て
こ
じ
れ
、
結
局
寺
社
奉
行
へ
の
訴
え
に
及
ぶ
「
お
声
掛
り
」
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（

木
一
九
九
〇：
二
九
二
頁
以
下
）。
ま
た
寺
に
提
出
さ
れ
た
内
済
済
口
証
文
に
内
済
趣
意
金
（
慰
謝
料
）
が
記
載
さ
れ
る
例
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
扶
持
料
覚
が
残
存
し
て
い
る
が（『
研
究
』
史
料
三
三
）、
多
く
は
出
頭
し
て
き
た
関
係
者
が
控
え
た
地
方
文
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
、
寺
へ
の
礼
金
か
ら
み
よ
う
。
筆
者
は
満
徳
寺
で
は
東
慶
寺
と
は
違
い
、「
寺
へ
の
礼
金
は
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
た
が
（

木
一
九
九
〇：
三
六
八
頁
）、
史
料
二
―
４
―

の
「
入
用
控
帳
」
五
月
五
日
の
項
と
「
文
久
二
年
ま
つ
内
済
離
縁
一
件
帳
」（
史
料
一
―
１４
）
に
み
ら
れ
る
。
ま
ず
前
者
を
、
つ
い
で
後
者
を
引
用
す
る
。
一
金
百
疋
御
礼
御
用
人
奥
野
分
右
衛
門
様
え
御
用
人
村
上
源
次
郎
様
え
8
一
青
銅
二
拾
疋
見
習
岑
（
好
）
幸
三
郎
様
え
一
金
五
拾
疋
扶
持
料
の
い
と
の
分
一
金
百
疋
御
礼
取
扱
宿
え
一
金
壱
朱
也
御
茶
代
同
所
宿
え
一
青
銅
弐
拾
疋
取
扱
宿
え
筆
墨
料
定
之
礼
一
金
壱
両
弐
分
也
寺
役
金
一
金
三
分
也
ふ
ち
ま
い
三
十
日
其
余
見
計
一
金
壱
分
ツ
ヽ
用
人
三
人
一
弐
百
文
女
中
方
へ
壱
人
前
弐
百
文
ツ
ヽ
一
壱
貫
文
下
郎
中
へ
一
金
宿
礼
外
は
別
段
世
話
相
成
候
方
、
御
用
人
又
宿
礼
之
義
は
別
段
世
話
ニ
成
次
第
、
不
同
ニ
て
見
計
之
事
御
用
人
（
寺
役
人
）
三
名
へ
の
金
額
は
、
と
も
に
三
分
で
同
額
だ
が
、
峯
好
三
郎
が
見
習
と
の
こ
と
で
少
額
に
な
っ
て
い
る
。「
定
之
礼
」
で
は
、「
寺
役
金
」
と
い
う
寺
へ
の
礼
金
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ノ
イ
の
例
で
は
、
最
終
的
な
決
着
を
見
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ
記
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
駈
け
入
り
後
、
正
式
に
入
寺
が
決
ま
る
ま
で
は
（
あ
る
い
は
内
済
離
縁
で
済
む
と
き
は
）
寺
役
宿
に
滞
在
し
た
が
、
こ
の
間
の
費
用
も
か
な
り
の
金
額
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
趣
意
金
（
離
縁
慰
謝
料
）
を
み
よ
う
。
徳
川
時
代
庶
民
離
婚
で
は
、「
離
婚
請
求
者
支
払
義
務
の
原
則
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
離
婚
を
請
求
す
る
者
が
趣
意
金
を
支
払
う
か
、
も
し
く
は
持
参
金
を
放
棄
す
る
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
経
済
的
負
担
を
甘
受
し
て
決
着
す
る
の
が
通
則
で
あ
っ
た
（
１４
）
。
満
徳
寺
へ
の
駈
け
込
み
は
、
女
の
方
か
ら
離
婚
請
求
し
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て
の
事
例
で
趣
意
金
が
支
払
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
内
済
離
縁
の
場
合
、
タ
カ
の
夫
は
「
媒
人
共
任
取
扱
ニ
、
金
五
両
請
取
」
と
あ
り
、
妻
方
か
ら
五
両
の
趣
意
金
を
受
理
し
て
い
る
が
、
ノ
イ
の
場
合
は
趣
意
金
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
事
件
の
解
決
へ
の
経
緯
が
異
例
な
「
召
抱
え
直
後
の
年
季
中
内
済
離
縁
」
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寺
役
金
同
様
最
終
的
結
着
を
み
な
い
状
況
で
記
述
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
９
）
満
徳
寺
の
縁
切
寺
法
の
変
遷
と
手
続
き
に
つ
い
て
は
、『
研
究
』
第
四
章
「
満
徳
寺
縁
切
寺
法
の
変
遷
過
程
」
一
六
九
頁
以
下
参
照
。
（
１０
）
二
通
の
文
書
は
今
回
発
見
の
文
書
と
と
も
に
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
新
井
家
文
書
で
あ
る
が
、
史
料
六
五
・
六
六
は
、
そ
の
目
録
の
「
社
会
、
習
俗
」
の
項
に
分
類
さ
れ
、
宛
名
に
徳
川
満
徳
寺
役
所
と
あ
り
、
こ
れ
が
満
徳
寺
駈
け
込
み
で
あ
る
こ
と
が
直
ち
に
判
明
し
た
が
、
今
回
の
文
書
発
見
ま
で
に
三
〇
年
余
が
9 縁切寺満徳寺の内済離縁（二）
経
過
し
た
。
今
回
の
文
書
が
「
戸
口
、
送
入
籍
」
の
項
に
分
類
さ
れ
て
あ
り
、
満
徳
寺
に
関
係
し
た
こ
と
は
一
切
目
録
か
ら
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
閲
覧
し
な
い
ま
ま
で
き
た
が
、
人
別
送
り
に
せ
よ
閲
覧
す
べ
き
と
思
考
し
、
今
回
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
（
１１
）
以
下
の
文
中
に
お
い
て
駈
け
込
み
女
ほ
か
、
女
性
の
名
前
は
便
宜
上
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
す
る
。
（
１２
）
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
年
季
中
内
済
離
縁
は
、『
研
究
』
史
料
一
四
八
の
事
例
で
、
妻
の
年
季
中
に
夫
の
方
に
後
妻
の
縁
談
が
も
ち
あ
が
り
、
後
妻
を
迎
え
る
た
め
に
満
徳
寺
に
在
寺
中
の
妻
に
離
縁
状
を
差
し
出
し
た
も
の
で
、
今
回
の
子
が
幼
年
で
育
児
に
差
し
支
え
る
と
い
う
と
理
由
と
は
、大
い
に
異
な
る（
高
木
一
九
九
〇：
二
四
一
頁
以
下
参
照
）。
（
１３
）
満
徳
寺
の
事
例
は
『
研
究
』
第
五
章
第
六
節
「
縁
切
寺
法
に
お
け
る
金
銭
・
財
産
の
問
題
」、
東
慶
寺
の
事
例
は
第
六
章
第
四
節
「
東
慶
寺
駈
入
り
女
の
金
銭
問
題
―
上
げ
金
・
扶
持
料
・
内
済
礼
金
」
で
論
じ
た
（
高
木
一
九
九
〇
年：
二
九
二
頁
以
下
、
お
よ
び
三
六
三
頁
以
下
参
照
）。
（
１４
）
拙
稿
「
江
戸
時
代
庶
民
離
婚
に
お
け
る
夫
婦
財
産
」（『
創
価
法
学
』
第
一
九
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
九
〇
年
）
に
詳
述
し
た
。
本
論
文
は
の
ち
に
義
江
明
子
編
『
日
本
家
族
史
論
集
８
婚
姻
と
家
族
・
親
族
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
に
採
録
さ
れ
た
。
三
そ
の
他
の
史
料
史
料
３
は
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
閏
七
月
、
上
州
甘
楽
郡
乙
父
村
（
現
・
群
馬
県
多
野
郡
上
野
村
）
の
名
主
治
左
衛
門
の
女
房
キ
ヨ
駈
け
込
み
に
関
連
し
て
満
徳
寺
が
発
し
た
夫
方
呼
び
出
し
の
達
書
、
い
わ
ゆ
る
「
掛
合
差
紙
」
で
あ
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
満
徳
寺
文
書
に
二
冊
の
一
件
帳
が
あ
り
（
１５
）
、
夫
は
名
主
を
務
め
る
者
で
、
周
辺
地
域
で
は
「
一
人
我
意
も
の
ニ
て
恐
な
り
候
」
と
、
だ
れ
も
が
腫
れ
も
の
に
さ
わ
る
よ
う
な
存
在
で
、
女
房
キ
ヨ
方
に
も
無
理
難
題
を
申
し
か
け
る
。
い
っ
た
ん
は
復
縁
す
る
が
、
夫
の
「
不
身
持
相
募
り
、
家
内
不
和
熟
」
で
、
キ
ヨ
は
家
出
し
、
仮
親
（
親
分
）
つ
ま
り
復
縁
の
と
き
の
身
元
引
受
人
・
神
原
村
名
主
覚
太
夫
を
頼
る
が
、
夫
は
キ
ヨ
を
菩
提
寺
で
剃
髪
さ
せ
る
な
ど
と
申
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
及
び
、
当
惑
の
あ
ま
り
、
満
徳
寺
へ
駈
け
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
手
続
き
通
り
、
親
、
ま
ず
実
親
（
こ
こ
で
は
仮
親
）
を
呼
び
出
す
が
、
夫
・
治
左
衛
門
に
遠
慮
し
て
か
、
呼
状
の
受
け
取
り
さ
え
拒
む
。
つ
い
で
実
親
を
呼
び
出
す
が
、
こ
れ
も
夫
と
の
交
渉
を
嫌
っ
て
、
仮
親
と
互
い
に
押
し
付
け
合
う
始
末
、
結
局
、
実
父
・
市
蔵
が
夫
方
と
掛
け
合
う
が
内
済
も
不
成
立
で
、
キ
ヨ
の
離
婚
意
思
が
強
固
な
こ
と
を
確
認
し
た
実
父
は
キ
ヨ
も
と
も
ど
も
離
縁
願
い
を
申
し
上
げ
る
。
一
冊
目
の
一
件
帳（『
研
究
』
史
料
二
六
）
の
最
後
に
は
、「
倶
々
離
縁
願
」
を
う
け
て
、「
願
書
差
上
候
様
申
付
候
、
則
願
書
差
出
候
、
乙
父
村
名
主
治
左
衛
門
方
え
之
懸
合
之
達
書
相
渡
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
願
書
と
は
、
10
キ
ヨ
を
寺
で
召
抱
え
く
だ
さ
り
、
寺
法
通
り
離
縁
を
達
成
さ
せ
て
ほ
し
い
旨
の
願
書
、
つ
ま
り
寺
社
奉
行
の
吟
味
願
書
に
添
え
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
実
父
よ
り
之
願
書
」
で
あ
る
。
た
だ
ち
に
寺
で
は
懸
合
之
達
書
、
す
な
わ
ち
「
掛
合
差
紙
」
を
送
達
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
の
原
物
の
控
え
が
史
料
３
で
あ
る
。
こ
れ
が
八
月
二
〇
日
付
け
で
、
二
三
日
に
到
着
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
治
左
衛
門
と
の
交
渉
は
う
ま
く
ゆ
か
ず
、
内
済
離
縁
は
成
立
し
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
夫
・
治
左
衛
門
は
寺
へ
出
頭
す
ら
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
や
む
な
く
満
徳
寺
は
寺
社
奉
行
へ
「
お
声
掛
り
」
を
申
請
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
件
帳
二
冊
目（『
研
究
』
史
料
二
七
）
は
、
九
月
江
戸
出
府
の
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
夫
婦
関
係
者
一
同
が
江
戸
に
到
着
し
、
妻
方
か
ら
は
三
両
の
趣
意
金
で
交
渉
す
る
が
破
談
に
な
り
、
そ
の
後
夫
・
治
左
衛
門
は
「
仮
牢
入
」
を
命
ぜ
ら
れ
、
厳
し
き
御
沙
汰
を
受
け
て
よ
う
や
く
示
談
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
内
済
が
成
立
し
た
の
は
、
一
二
月
六
日
で
あ
っ
た
。
解
決
ま
で
二
カ
月
間
の
江
戸
滞
在
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
史
料
５
は
、
名
主
の
「
御
用
留
」
に
控
え
ら
れ
た
、
満
徳
寺
の
呼
状
と
そ
の
請
書
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
八
月
、
武
州
秩
父
郡
皆
野
村
（
現
・
埼
玉
県
秩
父
郡
皆
野
町
）
栄
蔵
娘
イ
カ
が
駈
け
込
ん
だ
事
実
し
か
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
本
文
を
控
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
誤
写
し
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。
（
１５
）
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、『
研
究
』
二
七
一
頁
以
下
、
史
料
二
六
・
二
七
参
照
。
参
考
文
献

木
侃
『
縁
切
寺
満
徳
寺
の
研
究
』
成
文
堂
、
一
九
九
〇
年
。

木
侃
「
縁
切
寺
満
徳
寺
の
内
済
離
縁
―
新
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て
―
」『
見
城
幸
雄
教
授
頌
寿
記
念
法
制
と
文
化
』
見
城
幸
雄
教
授
頌
寿
記
念
事
業
会
、
一
九
九
九
年
。

木
侃
「
縁
切
寺
満
徳
寺
の
内
済
離
縁
事
例
―
武
蔵
国
大
里
郡
平
塚
新
田
村
「
か
ね
」
駆
け
込
み
一
件
―
」『
専
修
法
学
論
集
』
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
〇
七
年
。
【
追
記
】
本
稿
は
平
成
二
一
年
度
専
修
大
学
中
期
研
究
員
（
研
究
課
題：
日
本
家
族
法
史
研
究
）
と
し
て
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
四
史
料
史
料
目
次
１
文
政
八
年
八
月
武
州
秩
父
郡
石
間
村
寅
吉
女
房
さ
か
内
済
離
縁
に
つ
き
立
入
人
あ
て
取
引
証
文
２
〔
嘉
永
二
年
〕
武
州
賀
美
郡
帯
刀
村
文
右
衛
門
女
房
た
か
内
済
離
縁
後
相
手
方
不
束
の
所
業
及
び
名
前
偽
り
金
子
ゆ
す
り
取
り
に
つ
き
不
法
出
入
り
訴
状
３
嘉
永
五
年
閏
七
月
上
州
甘
楽
郡
乙
父
村
名
主
治
左
衛
門
女
房
き
よ
駈
入
に
つ
き
満
徳
寺
達
書
（
掛
合
差
11 縁切寺満徳寺の内済離縁（二）
紙
）
４
安
政
六
年
五
月
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
聟
幸
吉
女
房
の
い
内
済
離
縁
一
件
文
書
５
元
治
二
年
八
月
武
州
秩
父
郡
皆
野
村
栄
蔵
娘
い
か
駈
入
に
つ
き
呼
状
並
に
呼
状
請
書
写
１
文
政
八
年
八
月
武
州
秩
父
郡
石
間
村
寅
吉
女
房
さ
か
内
済
離
縁
に
つ
き
立
入
人
あ
て
取
引
証
文
取
引
申
一
札
之
事
一
私
シ
組
下
百
姓
平
右
衛
門
娵
さ
か
儀
、
不
相
応
ニ
付
、
離
縁
願
と
し
て
、
徳
川
満
徳
寺
え
馳
入
候
処
、
貴
殿
方
ニ
て
御
立
入
、
さ
か
え
異
見
差
加
え
候
得
共
、
行
不
届
無
拠
ク
離
別
仕
り
、
右
満
徳
寺
御
下
金
貴
殿
立
替
被
置
候
ヲ
、
樽
代
ニ
差
向
ケ
御
所
望
ニ
付
、
右
女
子
兄
藤
二
郎
得
心
之
上
貴
殿
方
へ
差
遣
シ
候
上
ハ
、
我
等
組
下
宗
門
相
除
申
処
実
正
也
、
尤
当
月
下
旬
迄
ニ
再
縁
仕
度
候
ハ
ヽ
、
セ
話
人
ヲ
以
可
申
入
候
、
若
シ
当
月
相
立
候
て
も
左
右
不
仕
候
ハ
ヽ
、
貴
殿
御
両
人
ニ
て
何
方
へ
御（
片
）
方
付
被
下
候
共
、
少
も
申
（
カ
）
紛
無
御
座
候
、
猶
又
脇
よ
り
何
様
之
儀
申
掛
ケ
候
共
引
請
、
貴
殿
方
御
難
義
相
掛
ケ
申
間
敷
候
、
為
念
之
取
引
一
札
、
仍
て
如
件
石
間
村
文
（
政
ノ
誤
）
化
八
年
酉
ノ
八
月
日
名
主
庄
兵
衛
代
兼
年
寄
和
吉

立
合
与
右
衛
門

太
田
部
村
同
岩
吉

名
主
恒
二
郎
殿
了
助
殿（
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
新
井
家
文
書
）
２
〔
嘉
永
二
年
〕
武
州
賀
美
郡
帯
刀
村
文
右
衛
門
女
房
た
か
内
済
離
縁
後
相
手
方
不
束
の
所
業
及
び
名
前
偽
り
金
子
ゆ
す
り
取
に
つ
き
不
法
出
入
り
訴
状
乍
恐
以
書
付
（
破
損
）
小
西
忠
兵
衛
知
行
所
武
州
賀
美
郡
帯
刀
村
百
姓
訴
訟
人
文
右
衛
門
不
法
出
入
津
金
新
十
郎
様
知
行
所
同
州
同
郡
勅
使
河
原
村
組
頭
清
蔵
忰
清
吉
事
相
手
定
三
郎
滝
蔵
事
百
姓
同
友
右
衛
門
12
名
主
清
右
衛
門
忰
同
梅
太
郎
右
訴
訟
人
文
右
衛
門
奉
申
上
候
、
相
手
村
方
組
頭
歌
次
郎
は
、
私
続
合
ニ
有
之
、
同
人
姉
た
か
弘
化
三
午
年
五
月
中
、
同
村
半
三
郎
媒
人
ニ
て
、
女
房
ニ
貰
請
睦
敷
相
暮
し
罷
在
候
処
、
不
仕
合
而
已
有
之
、
身
上
も
難
取
続
程
之
難
渋
有
之
ニ
付
、
歌
次
郎
え
も
相
談
之
上
、
同
年
十
月
中
た
か
身
分
実
家
へ
相
預
ケ
、
追
て
身
之
上
立
直
り
次
第
引
取
候
筈
ニ
て
相
互
ニ
音
信
罷
在
候
所
、
当
閏
四
月
相
手
之
内
梅
太
郎
義
、
た
か
実
親
善
四
郎
ニ
被
相
頼
候
由
ヲ
以
、
た
か
身
分
離
縁
に
お
よ
ひ
候
ハ
ヽ
、
相
当
之
手
当
金
可
差
遣
旨
申
之
ニ
付
、
右
は
続
合
ニ
て
縁
談
も
取
結
、
最
早
身
上
向
も
立
直（
カ
）
共
、
た
か
身
分
可
引
取
心
組
之
時
節
以
之
外
之
儀
ニ
付
、
離
縁
難
相
成
旨
相
断
候
所
、
無
間
も
た
か
義
上
州
徳
（
川
）
河
郷
（
満
）
万
徳
寺
様
え
入
寺
い
た
し
候
由
を
以
、
御
同
寺
様
よ
り
御
書
付
、
組
下
ニ
て
可
済
事
ニ
候
ハ
ヽ
可
相
済
、
万
一
滞
子
細
有
之
ハ
、
親
類
・
組
合
・
村
役
人
共
ニ
て
私
を
召
連
可
罷
出
旨
御
書
付
、
同
五
月
二
日
拝
見
仕
奉
恐
入
、
依
て
ハ
御
寺
法
難
相
背
候
ニ
付
、
媒
人
共
任
取
扱
ニ
、
金
五
両
請
取
、
た
か
身
分
は
離
別
い
た
し
遣
候
処
、
其
後
私
義
相
手
之
内
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
と
馴
合
、
定
三
郎
よ
り
多
分
之
金
子
ゆ
す
り
取
候
風
聞
専
有
之
、
外
聞
旁
ニ
付
内
々
相
探
候
所
、
た
か
義
実
家
へ
預
ケ
中
相
手
之
内
定
三
郎
よ
り
如
何
之
義
有
之
、
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
ニ
被
見
咎
、
同
人
義
私
シ
代
之
由
ヲ
以
、
同
閏
四
月
十
七
日
金
弐
両
梅
太
郎
、
同
廿
八
日
金
拾
両
友
右
衛
門
義
右
定
三
郎
よ
り
受
取
候
由
ニ
付
、
最
早
た
か
ハ
離
別
い
た
し
候
間
、
定
三
郎
え
対
し
聊
申
分
無
之
間
、
風
聞
之
通
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
金
子
相
渡
し
候
哉
之
旨
相
違
無
之
哉
相
尋
候
所
、
貴
殿
代
之
由
ニ
付
、
内
済
金
と
心
得
差
出
し
候
趣
ニ
付
、
仍
て
ハ
私
し
ニ
お
ゐ
て
右
躰
之
存
し
無
之
、
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
え
掛
合
、
右
之
金
子
取
戻
し
可
遣
間
、
書
付
差
出
し
貰
度
申
談
事
候
所
、
直
様
自
筆
ニ
て
相
認
メ
書
付
差
出
候
間
、
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
え
右
始
末
及
掛
合
候
処
、
友
右
衛
門
に
お
ゐ
て
ハ
全
私
方
内
済
金
之
由
申
之
ニ
付
、
定
三
郎
よ
り
金
拾
両
請
取
候
得
共
、
直
ニ
梅
太
郎
え
相
渡
し
申
候
旨
申
之
ニ
付
、
同
人
よ
り
及
掛
合
候
処
、
更
ニ
取
敢
不
申
候
ニ
付
、
実
家
歌
次
郎
は
勿
論
同
人
親
善
四
郎
え
も
及
掛
合
候
処
、右
躰
之
義
ハ
更
不
相
弁
、
（
満
）
萬
徳
寺
様
え
入
寺
い
た
し
候
も
た
か
一
存
ニ
付
、
右
躰
不
熟
之
中
往
々
親
類
中
不
和
合
之
基
と
存
離
別
い
た
し
候
旨
申
之
、
依
て
は
た
か
・
定
三
郎
不
束
之
取
計
い
た
し
候
を
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
被
見
咎
、
彼
等
共
儀
私
し
名
前
を
偽
り
、
定
三
郎
よ
り
金
拾
両
内
（
証
）
生
ニ
取
候
ニ
付
、
た
か
身
分
熟
縁
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
右
等
之
義
可
相
顕
と
存
、
梅
太
郎
義
私
方
へ
離
別
之
掛
合
ニ
罷
越
、
剩
た
か
を
程
能
申
く
る
め
万
徳
寺
様
え
入
寺
、
離
別
為
致
候
義
ニ
て
、
旁
不
法
之
所
業
一
家
相
続
方
ニ
拘
、
難
捨
置
無
是
非
今
般
御
訴
訟
奉
申
上
候
、
何
卒
以
御
慈
悲
相
手
之
者
共
并
た
か
被
召
出
、
定
三
郎
・
た
か
ハ
不
束
之
所
業
お
よ
び
梅
太
郎
・
友
右
衛
門
ハ
私
名
前
偽
り
金
子
ゆ
す
り
取
候
始
末
、
御
吟
味
之
上
相
続
相
成
候
様
被
仰
付
被
下
置
候
趣
奉
願
上
候
、
以
上
（
埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
七
本
木
新
井
惟
史
氏
所
蔵
）
13 縁切寺満徳寺の内済離縁（二）
３嘉
永
五
年
閏
七
月
上
州
甘
楽
郡
乙
父
村
名
主
治
左
衛
門
女
房
き
よ
駈
入
に
つ
き
満
徳
寺
達
書
（
掛
合
差
紙
）
（
折
封
）
「
徳
川
満
徳
寺
達
書
役
人
乙
父
村
名
主
組
頭
中
」
（
折
封
の
折
り
返
し
上
部
・
下
部
と
も
に
「
封
印
な
し
」
の
文
字
）
其
村
治
左
衛
門
女
房
喜
代
義
、
当
六
月
町
為
離
縁
願
と
当
寺
え
駈
入
候
ニ
付
、
同
人
親
分
神
原
村
覚
太
夫
方
え
呼
状
差
遣
候
処
、
代
之
者
差
越
、
喜
代
身
分
引
請
之
儀
は
、
実
親
白
井
村
市
蔵
方
え
相
願
候
旨
申
立
候
間
、
則
市
蔵
呼
寄
、
始
末
糺
之
上
喜
代
身
分
引
請
市
蔵
方
引
請
ニ
取
極
り
、
然
ル
上
は
熟
縁
可
為
致
と
、
喜
代
え
異
見
等
為
差
加
へ
候
得
共
、
納
得
不
致
強
て
縁
切
相
願
候
間
、
尚
取
調
之
上
市
蔵
并
村
役
人
え
内
済
懸
合
之
儀
申
諭
差
遣
候
ニ
付
、
双
方
ニ
て
厚
致
勘
弁
相
互
ニ
実
意
を
以
及
懸
合
、
可
成
丈
於
其
地
示
談
之
上
内
済
相
成
候
様
可
被
致
候
、
若
懸
合
不
行
届
儀
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
治
左
衛
門
并
親
類
・
組
合
召
連
相
越
、
否
哉
可
被
申
立
候
徳
川
満
徳
寺
閏
七
月
廿
日
役
人
乙
父
村名
主
組
頭
中
右
之
通
り
到
来
閏
七
月
廿
三
日
四
ツ
時
『
嘉
永
四
年
子
正
月
吉
日
御
用
留
』
（
群
馬
県
多
野
郡
上
野
村
乙
父
黒
沢
丈
夫
氏
所
蔵
）
４
安
政
六
年
五
月
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
聟
幸
吉
女
房
の
い
内
済
離
縁
一
件
文
書

〔
年
季
中
（
召
抱
直
後
）
内
済
離
縁
済
口
証
文
写
〕
差
上
申
済
口
証
文
之
事
細
田
猪
之
助
知
行
所
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
百
姓
清
左
衛
門
後
家
せ
ん
娘
の
い
、
拾
壱
ケ
年
以
前
三
月
中
、
同
村
林
蔵
忰
幸
吉
聟
養
子
ニ
貰
請
候
処
、
夫
婦
中
不
熟
ニ
付
、
今
般
為
離
縁
願
、
御
当
山
様
え
駈
入
候
ニ
付
、
同
人
母
せ
ん
被
召
出
、
糺
之
上
内
済
被
仰
付
候
処
、
掛
合
方
不
行
届
段
御
訴
申
上
候
処
、
猶
又
御
達
書
ヲ
以
実
父
方
え
内
済
掛
合
可
仕
旨
、
被
仰
付
越
奉
畏
候
て
内
熟
可
仕
処
、
の
い
叔
父
磯
七
御
当
地
ニ
罷
在
掛
合
向
行
届
兼
、
依
之
双
方
御
当
地
被
出
及
示
談
、
有
家
督
不
残
忰
定
吉
え
相
譲
候
事
ニ
取
極
メ
、
養
子
幸
吉
義
及
離
縁
、
実
父
林
蔵
方
え
引
取
、
の
い
え
離
縁
状
之
儀
御
寺
法
之
通
り
、
期
月
14
過
候
上
ニ
て
可
差
遣
処
、
定
吉
幼
年
之
儀
ニ
付
勘
弁
之
上
、
当
時
離
縁
状
相
済
、
然
ル
上
は
の
へ
儀
致
入
夫
候
共
、
於
（
幸
）
吉
吉
差
構
無
御
座
候
、
熟
談
内
済
行
届
候
之
段
、
偏
ニ
御
威
光
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
右
一
件
ニ
付
向
後
御
願
ケ
間
敷
一
切
申
上
間
敷
候
、
然
ル
上
は
の
へ
義
、
母
せ
ん
方
え
御
下
ケ
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
為
後
日
連
印
を
以
済
口
証
文
奉
差
上
候
処
、
依
如
件
細
田
猪
之
助
知
行
所
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
百
姓
清
左
衛
門
後
家
願
人
せ
ん
親
類
磯
七
組
合
熊
五
郎
年
番
名
主組
頭
曽
右
衛
門
徳
川
百
姓
林
蔵
煩
ニ
付
満
徳
寺
様
代
忰
銀
蔵
御
役
人
中
様
当
人
幸
吉
親
類
平
左
衛
門
組
合
儀
兵
衛
右
之
分
写
名
主
徳
七
郎

〔
内
済
離
縁
済
口
証
文
兼
引
取
証
文
、付
満
徳
寺
離
縁
状
下
書
〕
（
端
裏
）
「
の
し
今
泉
郷
筆
墨
料
の
い
」
差
上
申
済
口
証
文
之
事
一
細
田
猪
之
助
知
行
所
武
州
埼
玉
郡
百
姓
清
左
衛
門
後
家
せ
ん
娘
の
へ
義
、
為
離
縁
願
、
御
当
山
え
駈
入
申
ニ
付
、
私
共
一
同
被
召
出
、
厚
御
利
解
之
上
内
済
掛
合
被
仰
付
一
同
難
有
承
伏
仕
候
、
則
御
当
所
於
及
示
談
、
有
督
不
残
幸
吉
忰
定
吉
え
相
譲
り
、
幼
年
之
儀
ニ
付
、
後
見
之
儀
は
国
許
於
、
親
類
・
村
役
人
相
談
之
上
相
定
メ
候
事
ニ（
マ
マ
）
之
極
メ
、
養
子
幸
吉
儀
ハ
実
父
林
蔵
方
え
為
引
取
、
の
へ
え
之
離
縁
状
は
御
当
山
様
え
差
上
、
双
方
聊
申
分
無
之
内
済
行
届
候
処
実
正
也
、
今
日
御
威
光
ヲ
以
の
い
願
之
通
り
相
定
候
、
清
左
衛
門
家
名
無
相
違
行
立
、
双
方
故
障
無
内
済
仕
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
ル
上
は
の
へ
義
養
（
母
）
女
せ
ん
え
御
下
ケ
被
成
下
候
様
奉
願
上
候
、
為
後
日
済
口
証
文
一
同
連
印
差
上
候
処
、
依
て
如
件
細
田
猪
之
助
知
行
所
「
（
異
筆
）
天
保
甲
午
」
武
州
埼
玉
郡
今
泉
村
八
月
廿
七
日
せ
ん
磯
七
今
泉
村
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林
蔵
倅
幸
吉
右
兄
加
印
銀
蔵
離
縁
一
札
之
事
深
厚
之
宿
縁
浅
薄
之
事
不
私
、
後
日
雖
他
え
嫁
、
一
言
異
乱
無
之
、
依
如
件
清
左
衛
門
後
家
お
せ
ん
殿
娘
お
の
へ
と
の

〔
満
徳
寺
出
入
中
入
用
控
帳
〕
（
横
帳
表
）
「
安
政
六
年
今
泉
（
マ
マ
）
村
郷
幸
吉
の
い
一
件
徳
川
満
徳
寺
様
出
入
中
入
用
扣
帳
元
組
未
ノ
五
月
三
日
斉
藤
才
次
郎
」
覚
未
ノ
五
月
三
日
妻
沼
一
銭
壱
貫
弐
百
文
御
肴
弁
当
共
入
用
幸
吉
払
致
シ
庄
左
衛
門
磯
吉
才
次
郎
同
一
三
拾
二
文
舟
賃
右
四
人
分
同
一
百
四
拾
八
文
中
瀬
之
渡
し
同
断
舟
賃
四
日
一
九
百
文
飛
脚
賃
是
〆
弐
貫
弐
百
八
拾
文
幸
吉
払
方
致
五
月
五
日
一
金
百
疋
御
礼
御
用
人
奥
野
分
右
衛
門
様
え
才
次
郎
出
ス
御
用
人
村
上
源
次
郎
様
え
同
見
習
一
青
銅
二
拾
疋
岑
幸
三
郎
様
え
庄
左
衛
門
出
ス
同御
礼
扶
持
料
の
い
と
の
分
16
一
金
五
拾
疋
才
次
郎
出
ス
同御
礼
取
扱
宿
え
一
金
百
疋
同
人
出
ス
同御
茶
代
同
所
宿
え
一
金
壱
朱
也
庄
左
衛
門
出
ス
同取
扱
宿
え
筆
墨
料
一
青
銅
弐
拾
疋
右
同
人
出
ス
五
月
六
日
一
百
拾
二
文
舟
賃
小
嶋
渡
し
三
人
分
才
次
郎
出
ス
一
八
百
文
中
飯
酒
肴
共
代
庄
左
衛
門
出
ス
内
銭
拾
六
文
煙
草
壱
ツ
庄
左
衛
門
分
五
月
六
日
内
三
百
拾
四
文
□
次
郎
浅
次
郎
両
人
分
庄
左
衛
門
請
取
引
〆
四
百
八
拾
弐
文
庄
左
衛
門
を
の
い
三
人
分
才
次
郎
同
一
拾
弐
文
小
休
〆
金
弐
分
三
朱
ト
銭
壱
貫
○
拾
文
内
金
弐
分
弐
朱
ト
才
次
郎
出
ス
銭
百
弐
拾
四
文
内
金
壱
朱
ト
庄
左
衛
門
立
替
出
ス
銭
八
百
八
拾
弐
文
五
月
三
日
之
夜
よ
り
五
日
夜
迄
夕
飯
十
壱
人
分
此
飯
料
弐
貫
七
百
五
拾
文
四
日
昼
中
飯
五
日
迄
昼
中
飯
八
人
分
此
代
八
百
文
外
ニ
弐
百
五
拾
文
右
は
四
月
廿
八
日
夜
の
い
様
壱
人
分
〆
三
貫
八
百
文
一
四
拾
八
文
（
草
履
）
そ
ふ
り
二
足
代
幸
吉
お
の
へ
両
人
分
一
四
拾
八
文
煙
草
三
ツ
代
幸
吉
分
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一
廿
四
文
西
之
内
四
（
帖
）
状
代
一
廿
八
文
小
紙
壱
状
役
所
入
用
ニ
遣
〆
三
貫
九
百
五
拾
弐
文
為
金
弐
分
ト
六
百
二
文
右
之
通
り
勘
定
慥
ニ
請
取
申
候
、
以
上
徳
川
郷
宿
清
之
助

今
泉
村
儀
兵
衛
様
（
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
斎
藤
（
治
）
家
文
書
）
＊
１
満
徳
寺
離
縁
状
は
余
白
に
書
か
れ
て
い
る
。
＊
２
駈
込
女
は
「
の
い
」
と
も
「
の
へ
」
と
も
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
文
に
し
た
が
い
、
あ
え
て
統
一
し
な
か
っ
た
。
５
元
治
二
年
八
月
武
州
秩
父
郡
皆
野
村
栄
蔵
娘
い
か
駈
入
に
つ
き
呼
状
並
に
呼
状
請
書
写

〔
呼
状
〕
徳
川
満
徳
寺
呼
状
役
人
武
州
秩
父
郡
皆
野
村
名
主
組
頭
中
其
村
組
下
百
姓
栄
蔵
娘
い
か
、
為
離
縁
願
と
当
寺
え
駈
入
候
ニ
付
、
栄
蔵
并
親
類
・
組
合
同
道
致
シ
、
飛
脚
着
次
第
早
々
可
相
（
越
候
）
紙
下
、
尤
銘
々
印
形
持
参
可
有
之
候
、
以
上
徳
川
満
徳
寺
丑
八
月
四
日
役
人
武
州
秩
父
郡
皆
野
村
名
主
組
頭
中

〔
呼
状
請
書
〕
差
上
申
御
請
書
之
事
一
当
村
百
姓
栄
蔵
娘
い
か
、
為
離
縁
願
と
御
当
山
様
え
駈
入
候
ニ
付
、
親
栄
蔵
并
親
類
・
組
合
、
私
共
ニ
て
差
添
可
罷
出
旨
、
御
紙
上
之
趣
拝
見
承
知
奉
畏
候
、
早
速
罷（
出
）
久
、
着
御
届
ケ
可
申
上
候
、
御
受
書
差
上
申
処
、
仍
如
件
松
平
下
総
知
行
18
武
州
秩
父
皆
野
徳
川
満
徳
寺
御
役
人
中
様
『
元
治
元
年
御
用
留
』
（
埼
玉
県
熊
谷
市
新
堀
佐
藤
繁
氏
所
蔵
）
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